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大きな不安を抱えての試合となつた。

学校対抗 2回 戦 (対大町)

深  志 3戸 1 大  町

田  原

9 - 1 1

9 - 1 1

1 1 -  9

5 - 1 1

村  田

竹  内

1 1 -  4

1 1 -  9

1 1 -  5

徳 竹

竹 内

自 鳥

1 1 -  8

1 1 -  5

9 - 1 1

1 2 - 1 4

1 1 -  6

村 田

岡 沢

松  島

1 1 -  8

1 1 -  7

1 2 - 1 0

関

学校対抗 1回 戦 (対木曽青峰)

深  志 3 - 0 木曽青峰

松  島

1 1 -  9

1 1 -  9

5 - 1 1

1 0 - 1 2

1 1 -  5

吉  田

白 鳥

1 1 -  8

1 1 -  8

1 1 -  5

下  篠

原

島

田

松

1 2 - 1 0

1 1 -  6

5 - 1 1

1 1 -  8

田

原

士
口
下
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学校対抗準決勝 (対松本工業)

深  志 3 - 2 松  工

白 鳥

1 2 - 1 4

6 - 1 1

1 1 - 1 3

布  山

松  島

1 1 -  4

1 1 -  7

1 1 -  9

南  波

田 原

松 島

7 - 1 1

1 1 -  4

1 2 - 1 0

6 - 1 1

5 - 1 1

布  山

山 本

竹  内

9 - 1 1

7 - 1 1

1 1 -  6

1 1 -  8

1 1 -  9

山 本

田 原

9 - 1 1

1 1 -  4

1 1 -  8

7 - 1 1

1 1 -  7

古  畑

1番 をあつさり落とし、 2番 は相手のカットを確実に打ち抜いてタイの星にもどす。

ところが団体戦の山である次のダブルスを結局落としてしまい、残りを連取しなくては

ならなくなる。 4番 の試合も2セ ットを先に失い、全く後のない状態に追い込まれる。

相手側には余裕のムー ドも漂い、これで試合も終了かとあきらめかけた時、ここから竹

内の執念の追い込みが始まる。となりで行われていた 5番 の試合が先に決着がつき、4

番の台に両チームのすべてが注がれる。後のない状態に立たされながら、 3・ 4セ ット

をしのぎ、ようやく両者 2-2の セットカウントに追いつく。このあとの緊迫したゲー

ムをものにして、大逆転劇で中信 2位 を死守した。

決勝の相手は松商である。結果的には0-3で はあるが、日原が国体県予選準優勝の

大西から2セ ットを奪うなど、予想以上に健闘した試合であつた。

個人戦のシングルスでは、前回と同じく白鳥 ・松島 ・田原が県大会の出場権 (ベス ト

16)を 獲得することができたが入賞することはできなかつた。結局ダブルスも上位を

松商が全て独占し、圧倒的な強さを示す結果となった。

学校対抗決勝戦 (対松商学園)

深  志 0 - 3 松 商

田 原

1 2 - 1 0

9 - 1 1

1 2 - 1 0

6 - 1 1

7 - 1 1

大  西

松  島

5 - 1 1

4 - 1 1

1 7 - 1 5

8 - 1 1

沖 村

竹 内

白 鳥

2 - 1 1

8 - 1 1

3 - 1 1

百 瀬

沖 村
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